
 

 

 

 

                        団委員長 高 根 博 信 
夏キャンプも無事事故もなく！皆様ご苦労様でした。 
各隊から楽しく充実したキャンプだったと連絡を受けております。 
そんな夏の終わりに恒例の目黒区 区長表敬訪問が８月２４日にありました。 
目黒区内ボーイスカウトの出席者は９名（菊章５名・富士章４名）内、目黒一団から

は５名の受章者が参加しました。 
菊章受章者の森さん、関根さんと平野さん、富士章受章者の吉田さんと高根さんが鈴

木副区長より記念品を受け取りました。（青木区長が体調不良でお休みの為） 
田邉副団委員長からの急なめちゃ振りにもきちんと世
界ジャンボリーへ参加した事を森さんと平野さんが分
かりやすく鈴木副区長へ説明をしていました。 

二人とも成長したなぁー！と実感致しました。 
今年の後半は東日本大震災があり、今もまだまだ安

心してスカウト活動が行なわれない状況ではあります
が、こんな時だからこそボーイスカウト活動の意味を
再確認する時期でもあるのかもしれませんね！ 
リーダー及び団委員の皆様１年間ご苦労様でした。次
年度も変わらぬご協力をよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

        各隊の夏キャンプの報告をお届けします。 

 

 
 

今年度のビーバー隊は長瀞キャンプ村にお
いて、２泊３日の「ビーバーサマースクール」を
実施しました。４月の体験募集でスカウト数が１６
名に増員し、そのうちの１３名が今回参加をして
くれました。また今回は団委員会より、杉浦団
委員と久保田団委員にもスタッフとして参加をいただき、主に資材搬送と、食事係を担当いただきました。 
長瀞キャンプ村までは貸し切りバスを利用して行きました。大きなバスにスカウト達はゆったりと座ってくつろいで
の旅。道路もさほど混雑なくスムーズに移動ができました。ちなみにバスの中では、バスレクの鬼と化した隊長に

  

 
 
 

 
９月１８日(日) 
１４時３０分～１７時・祐光殿 
内容：育成会長挨拶  

前年度活動報告並びに新年 
度事業予定  
新年度リーダー任命 

    表彰 
入団式・上進式 

 スカウト夏季活動報告 
 

 
 １８時～２０時 精進殿 
対象：保護者、指導者及び団委員 
会費：一人１，０００円 

（夕食代を含みます） 
＊出欠は９月１１日までに担当団
委員へ連絡願います。 



よるクイズと簡単な手遊びなどが行われ、バス酔いする暇もないほどでした。 
 長瀞キャンプ村に到着後、開村セレモニーに行いました。キャンプ村責任者である鎌田村長にもいらしていただ
き挨拶をいただきました。 

 今回スカウトが宿泊するのはバンガローです。２０畳の広さをスカウト
達だけで自由に使えるのでみんな暇さえあれば遊んでいます。昼食
後、北野副長指導のもと紙ヒコーキの折り紙作りをしました。ちゃんと
作ることができればものすごく飛ぶ紙ヒコーキ。また折り紙でピカチュ
ウを折って色を塗ったりもしました。夕食前にみんなで入浴。キャンプ
村内には大浴場があり気持ちよく入浴ができました。夕食後は平野副
長、琴音副長企画の工作で、ペットボトルを利用したキャンドル作りをし
ました。ペットボトルに絵を描いて色を塗りました。電気を消すと様々な
模様のキャンドルが映し出されました。 

２日目は朝から大忙し。プラ版でキーホルダー作りをした後は水
着に着替えて小川へ移動。そこでマスのつかみ取りをしました。水
の中をスイスイ泳ぐマスに面食らった感もありましたが、楽しくでき
ました。つかみ取りが終わった瞬間、平野副長が巨大な水鉄砲でス
カウト達を攻撃。それを合図に水鉄砲大戦争が勃発しました。昼食
はそうめんとみんなで取ったマスのムニエルをおいしく食べました。

午後は一休みを兼ねて
紙芝居の時間。最初はリ
ーダーが読んで、次はス
カウトが読むといった内
容で行いました。その後はみん
なでインディアンダンスの時に付
けられるような首飾りを作りまし
た。夜はバンガロー前の広場で
キャンプファイヤーを行いました。
みんなで火を囲んで楽しく遊び

ました。その後は花火大会をしました。最初はみんなで手持ち花火をやって、
その後は吹き上げ花火を鑑賞しました。 

３日目最終日。荷物整理と清掃ですが、厳しく叱りつける隊長監視のもと
スカウト達は協力して身の回りを片付けていきます。そして今度はキャンプ村内のゴミ拾いを実施しました。昼食
はみんなでふりかけ作りをしてそれをご飯にかけて食べました。ふりかけは乾燥わかめ、乾燥海老、かつおぶし、
白ごま、青のり、昆布茶をジップロックの中に入れ、それを石でたたいて細かくするというものです。簡単においし

いふりかけを作ることができました。迎えのバスが到着した頃、閉村
セレモニーを実施しました。村長にもいらしていただき激励のお言
葉をいただきました。帰りのバスもほとんど混雑なくスムーズに帰っ
てくることができました。 
大きな怪我や病気もなく、無事に帰ってくることができ、そして貴重
な経験をしたスカウト達は出発前より何か一回り大きく成長した様
子が伺えました。 

最後となりましたが、今回の開催にあたり、ご理解ご協力いただ
いた団関係者の皆様、また保護者の皆様には改めて感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。  

     （報告：中村ＢＶ隊長） 
 

 
 
 
 
 
 
ＣＳ隊の舎営は 8/14～18 日まで、埼玉県秩父市にて行いました。 

 
 
１日目はデン作り。自分達の組旗、組ルール、表札など
作成、組集会では、年間活動中に作成した自作のはがき
に残暑見舞いを作成しました。 
夜は、期間中の心構えを各スカウトが、隊長に発表し「国
盗りカブ物語」 が始まりました。 
 



２日目は午前中ＶＳ隊の企画でプログラム（ゲーム、すいか割り、尾っぽ取りなど）を行いました。ＶＳ
のお兄さん、お姉さんは威厳？を発揮しました。 
カブ隊スカウトもよくがんばり
ました。交流ができてスカウトに
は大変良い思い出になった事で
しょう。 
午後は感覚訓練（五感をフル活動
せよ）。夜間は肝試し。簡単なコ
ースでありましたが、スカウトは
試練に打ち勝ちました。 
３日目はハイキング、連日猛暑
35℃を記録しており、ボーイ隊
のサイトには行程がありすぎる
為、急遽雨天用コースをアレンジしたハイキングに変更。サイトに行けず残念 
４日目の朝はマラソンからスタート！ ３年間の思
いは宿願するか？ 
 関東取得するための最後の決戦！午前中ブース化
し色々な競技にスカウトはチャレンジ、午後は荒川
に出向いて、尾っぽとりと水鉄砲による陣取り合戦
と水遊び。 
毎年ながら隊長は集中砲火に会い、ずぶ濡れでござ
います。 
夜間は厳粛に「国盗りカブ物語」のまとめを行いま
した。 

５日目 感謝の気持ちを込め、掃除と
お世話になった宿の主人にご挨拶 T
シャツ贈呈 
祐天寺にて年度の表彰を行い、くまス
カウトには感謝とお疲れ様と言うで
胴上げ。 
 
      （報告:原山ＣＳ隊長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日目：出発式、設営 
8 月 12 日、これから始まる一週間のキャンプにはどのような楽
しいことが、そして苦難が待ち受けているのか。そんな期待と
不安のない交ぜになった心を抱えつつ、バスから降り立った
我々を第一に迎えてくれたのは、秩父の酷暑でした。 
今年度の夏キャンプが行われたのは埼玉県秩父市、JR 秩父駅か
ら程近い峠にあるキャンプサイト。 
「あついぞ！熊谷」のキャッ
チフレーズで知られる熊谷
市が目と鼻の先ということ
もあってか、厳しい暑さは七

日間を通して我々を見舞います。 
荷物を運び終え、これから設営という頃にはスカウト、リーダーとも
にバテバテという状況。例年になく厳しい気候情況で始まったキャン
プでした。 
２日目：美化工作   ３日目：学年別訓練 
二日間にわたるサイト作りを終え、いよいよ 3 日目から本格的な訓練
に。この日に行う学年別訓練で、中 3 スカウトがサイト全体の門を作
るといよいよ目黒 1 団のキャンプサイトが出現した、という心持にな
ります。 



４日目：ハイキング 
4 日目のハイキングは快晴。絶好のハイキング日和！ではあ
ったのですが、同時に熱中症の危険が付きまとうという一面
も。うだるような暑さの中歩きぬいたスカウト達が行き着い
たのは、涼しい風が吹き抜ける蓑山からの絶景でした。 
５日目：ワークショップ、キャンプファイア 
いよいよキャンプも後半に差し掛かります。最初はぎこちな
い部分の見られた班のスカウト達も、この頃になると完全に
自分たちの役割を自覚し、自らいきいきと動くことができる
ようになってきました。5 日目の夜はいよいよ大営火。班長
を中心にここまで育んだチームワークを生かした出し物には、
参加者を楽しませる工夫が色々に凝らされていました。 

６日目：ワイドゲーム、BBQ 
6 日目にはスカウトが例年楽しみにしている「ワイドゲーム」。キャン
プサイト広しと駆け巡りつつ相手を捕え、組み伏せ、腕の包帯を奪い
合うという激しいゲームです。怪我をしたスカウトもありましたが、
特に初めてキャンプに参加したスカウトにとってはそれを補って余り
あるほどの鮮烈な経験となりました。 
この日の夜は BBQ、宝探し、更には花火と、お楽しみ企画が盛りだくさ
ん。最後の夜を華々しく彩ります。 

７日目：徹営、解散式 
そして最終日、8 月 18 日。ここでも
酷暑によって徹営がスムーズに進まないというハプニングもありました
が、けが人などが出なかったのは不幸中の幸いというべきでしょうか。 
キャンプサイトをはなれバスで一路祐天寺へ。 
 
酷暑の秩父にあって、何も与えられない自然の中に一週間の長きに渡っ
て身を置いたスカウト達。 
環境は人を成長させる。帰還したスカウト達のどこか精悍な顔は、その
ことを如実に物語っていました。 

 
                 （報告；佐藤ＢＳ隊長） 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
ベンチャー隊が、今年の夏キャンプについて話し合いを始めたの
は、５月頃でした。最初の議題は、「今年の夏キャンプでやりたい
こと」でした。しかし、これがはっきりと決まったのは、６月の
後半ぐらいだったと思います。僕達が挙げた「やりたいこと」は、
ハイキングやキャンプ、バーベキューなど、どれもボーイ隊で何
度もやってきたものばかりでした。「もっと『ベンチャー隊らしい
もの』ないの？」と言われた僕達は、必死に考えましたが、なか
なか良い案がでてきませんでした。中には、やりたいことがない
という人も…。こうして、進歩の少ない隊会議を繰り返していく

うちに、少しずつ、少しず
つ意見がでてきました。ひ
とつは、ラフティングです。
これは、川の急流を８人乗り
のゴムボートで下っていく
ものです。もうひとつは、パ
ン作りです。ダッチオーブン
という釜を使って、ユニーク
でおいしいパンを作ろうと
決めたのです。 



僕達は、この２つをメインに、６泊７日のプログラムを考えていくことになりました。また、最初の三日
間は移動野営、残りの四日間は固定野営で、固定野営中にカブ隊・ボーイ隊と行動を共にするということ
も決まったので、それを踏まえて考えました。参加者は全員ベンチャー隊１年目のスカウトだったので、
初めてのキャンプ計画、ということになります（ボーイ隊の頃の春キャンプはスカウト自身が計画しまし
たが、大きなキャンプを計画するのはみんな初めてです）。 
まず、場所を秩父に決定しました。理由は、ラフティングができるアウトドアセンターがあることと、東
北地方太平洋沖地震があったため、遠くに行くと危ない、という２つです。次に、役割を分担しました。
総括・行程・食糧・救急・記録・会計・資材・カブプロの８つで、一人２，３個担当しました。そして、
担当しているものについて、過去の計画書などを参考にして、各自で大まかにまとめました。それを隊会
議で発表して、他の人の担当のものと照らし合わせながら、少しずつ変更していきました。夏キャンプの
計画は、このように行いました。 
その後、資材整理や資材積み込みを経て、ようやくキャンプ初日！…と思っていたら、スカウトが一名、
急に欠席。正直驚きましたが、仕方なく、残りのスカウト三名で行くことに。初日は、野上駅という駅か
ら、長瀞オートキャンプ場まで、７㎞歩く予定でした。ところが、暑さや体調などを考慮し、途中の駅か
ら電車に乗って、キャンプ場のそばの駅まで行き、そこからまた歩くことにしました。つまり、ショート 
カットです。しかしこのショートカットにより、予定より３時間も早くキャンプ場に到着してしまうこと
に…。とても反省しています。ちなみに、食事は、ガスバーナーを使用して作りました。この日の夜ご飯
はカレーでした。 

２日目は、３㎞ほど歩いて、目的地のリバーパーク上長瀞でラフティングをしま
した。ラフティングは、全員初体験で、ドキドキしていましたが、盛り上がって、
とても楽しかったです。 
３日目は、約７㎞歩いて、カブ隊の宿舎に泊まりました。夜は、今までの移動野
営の反省会と、次の日のカブ隊と一緒に行うプログラムの準備をしましたカブ隊
の宿舎にいる間は、宿舎のご飯をいただきました。 
４日目、前の日の夜に時間をかけて準備した、カブ隊と一緒のプログラムを午前
中行いました。自分が担当だったのですが、うまくいって、カブスカウトたちも
楽しそうだったので、とても満足です。その後、宿を離れ、ボーイ隊のキャンプ
サイトまで電車と歩きで向かいました。キャンプ地に着いて、設営を始める頃、
急に雨が降ってきて、少し大変でした。設営は、その日の夜まで行われました。
ちなみに、食事は、カセットコンロを２台使用しました。また、固定野営中の４
日間は、一人ずつ交代で、上級班長を担当しました。 

５日目は、料理づくしの一日でした。午前中は料理大会ということで、一人ひとつずつ、チャーハンを作
りました。結果、どれも美味しかったので、引き分け。午後は、パン作りをしました。パンが焼け、そろ
そろ食べよう、と思っていたとき、ちょうどボーイ隊と一緒に行う、キャンプファイヤーの時間になって
しまいました。歌って踊って燃え尽きたあと、サイトに帰ってみんなでパンを食べました。 
６日目の午前中は、目黒１団伝統のワイドゲームをボーイ隊と一緒に行って、午後は、リラックスをしに、
温泉に行きました。その直前、初日に欠席すると言っていたスカウトが来てくれました！僕達は大歓迎で、
一緒に温泉に行きました。その日の夜は、バーベキューパーティー＆花火で大盛り上がり！ 
そして、最終日。名残惜しい気持ちで撤営をし、キャ
ンプ地を去りました。 
今回の夏キャンプ、移動野営は、距離や時間など、計
画不足が目立ったので、次回移動野営をする時は気を
付けたいです。また、固定野営では、資材の整理やサ
イトの整備など、ボーイ隊の頃にできていたことが疎
かになってしまっていたので、それも注意しようと思
います。 
全体を通して、計画不足な点が多々あったので、それ
らは来年の夏キャンプで改善したいと思います。です
が、初めての経験が多く、とても勉強になりました。
今後のスカウト活動につなげていきたいと思います。 
最後に、今回のキャンプに関わる全ての方々へ、御礼
申し上げます。今後とも、目黒１団ベンチャー隊を、
どうぞよろしくお願いいたします。 
 
                           (報告：平居ベンチャー隊員) 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん   編集・作成：団委員会広報担当    No.60６ （SINCE1959） 

ベンチャー隊 森奈津貴 
 
第 22 回 WSJ に参加するにあたり、積極的に
外国のスカウトとコミュニケーションをとり、
友達になる。これが私の今回の 22WSJ での自
分のプロジェクトでもあり、目標の 1 つでもあ
りました。 
 初めは、上手く言葉が伝わらなかったり、外
国のスカウトに話しかけるのが恥ずかしいと感
じていたのですが、一緒にプログラムに参加し
たり、夕食を一緒に食べたり、バッジ等を交換
したりするうちに最後には、すれ違う人皆と挨
拶を交わし、自分が持っていた英語力だけでは
なく身振り手振りを使って、相手と会話するこ
とができるようになりました。 
 スウェーデンという異国で様々な国のスカウ
トと出会い交流をする。人種も宗教も言葉も違
う人たちが、スカウトであるというただ 1 つの
繋がりだけで集まっていたのだと思うと、スカ
ウティングというものが、改めてとても素晴ら
しいものだと思いました。 
これからも今回学んだ事 1 つ 1 つを肝に銘じ、
自分らしく何事にも一生懸命に、頑張っていこ
うと思います。 
 最後になりましたが、このような素晴らしい
機会を頂きました事、この場をお借りして御礼
申し上げたいと思います。 
本当にありがとうございました。 

ボーイ隊    平野晃平 
 
 私は、スウェーデンで開催された第 22 回世界
スカウトジャンボリー(22wsj)に参加しました。 
この 22wsj に参加するにあたって、私はいくつ
か目標をたてました。 
 １つめは他国のスカウトと数多くの交流をし、
帰国後も連絡を取りあえる友達を作ってくると
いうことです。 
 私の 22wsj 最初の交流は、往路乗り換えでの
パリ空港滞在中でした。そこには私たちと同じよ
うに、英国のスカウトもいました。その後のパリ
からコペンハーゲンの便でも英国のスカウトと
同じ便で、その時私の隣に座っていた女の子のニ
ッキ―と 22wsj 初の友達になりました。機内で
は、チーフの交換やトランプを使って遊びまし
た。ニッキ―とは大会期間中も何度かそこのサイ
トに行ったりしてお話したり、一緒に遊んだりし
ました。 
 大会のプログラムで他国のスカウトと一緒に
ハイキングをするというものがありました。その
プログラムで、スウェーデンのスカウトと交流を
しました。そこで出会ったのがマリアです。私の
班はプログラムの後、そのスウェーデンのサイト
に行って、本場の料理を出していただきました。 
帰国した後もこの２人とは連絡を取りあってい
ます。また、４年後日本で開催される 23wsj で
の再会を約束しました。 
 ２つめは 22wsj を心から楽しむということで
す。 
 私がこの 22wsj に参加できたのは、団やリー
ダー、家族などのたくさん方の協力があったから
です。その方々への感謝の気持ちも含めて、心か
ら楽しむときめました。そこで私は、いつも笑顔
をたやさずに、人一倍他国のスカウトと交流をし
ました。 帰国後、改めて 22wsj を思い返して
みると、この経験は２週間という短期間でもとて
も大きな２週間だったと感じました。たくさんの
貴重な経験をさせてくれた 22wsj。ありがとう
ございました。 
 たくさんの方々への感謝の気持ちをこめて 

「弥栄」 

以前ＢＳ隊で一緒に活
動していた、ニールセン
君にデンマーク空港で
再会しました！！ 


